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⾃自⼰己紹介	  
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▶ 東京大学大学院情報学環・教授 
▶ YRPユビキタス・ネットワーキング研究所・副所長 
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▶ 一般社団法人 オープン＆ビッグデータ活用・地方創生推進機構（VLED）, 技術委員会, 委員（主
査） 

▶ 一般社団法人 オープン＆ビッグデータ活用・地方創生推進機構（VLED）, オープンデータシティ推
進委員会, 委員（共同主査） 

▶ 内閣官房 電子行政オープンデータ実務者会合, 委員 
▶ 内閣官房 電子行政オープンデータ実務者会合, 公開支援ワーキング・グループ, 委員（主査） 
▶ 総務省 ICT新産業創出推進会議, 委員 
▶ 総務省 地方発の放送コンテンツ発信力強化に向けた懇談会（ローカルコンテンツ懇談会）, 委員 
▶ 総務省 地方のポテンシャルを引き出すテレワークやWi-Fi等の活用に関する研究会 Wi-Fi整備推進
ワーキング・グループ, 委員 

▶ 国土交通省, ICTを活用した歩行者移動支援の普及促進検討委員会, 委員 
▶ 国土地理院, 地理空間情報の共通・相互利用促進に関する専門部会, 委員. 
▶ 独立行政法人情報処理推進機構（IPA）,  共通語彙基盤ワーキング・グループ, 委員. 
▶ 独立行政法人情報処理推進機構（IPA）,  共通語彙基盤ワーキング・グループ, 移動・交通ドメイン
語彙検討会, 委員（座長）. 

▶ 独立行政法人情報処理推進機構（IPA）,  語彙データベース検討会, 委員. 

■  E-mail: koshizuka@sakamura-lab.org 
■  Web: http://www.utacs.org/koshizuka/	  
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PART1 
オープンデータとは？	  
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オープンデータ 
Open Data	  

⾃自由に使える、再利利⽤用できる、 

誰でも使える、再配布できる	  
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オープンデータとビッグデータ	  

■ ビッグデータ（Big Data） 
▶ 文字通り、Bigなデータ 
▶ 基本的には、データを分析／解析して、「自組織」のために活かす 

▶ データの “Private Use” 

■ オープンデータ（Open Data） 
▶ これも...文字通り、Openなデータ 
▶ ビッグデータを入手する方法の一つとしてのオープンデータ 
! 公的なオープンデータをビッグデータ解析にも利用する 

▶ データをオープン化することにより、データビジネスへの参入障壁を下げる 
▶ データをオープン化し、サービス開発を外部化（Crowd Sourcing）すること
で、行政コストを削減 

▶ データをオープン化することで、組織の透明化を向上 

▶ データの “Public Use” 
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政府⾃自治体がもつ膨⼤大な情報
をオープンデータとして開放	  

政府⾃自治体の⾏行行政の透明化 

経済成⻑⾧長に資することが期待	  
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プログラムが書きやすい 
データ形式, API, ライセンス	  

「情報公開」との違い	  
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PART 2 
公共交通オープンデータ	  
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公共交通オープンデータ研究会	  

■  会⻑⾧長	  
▶ 坂村　健　　東京大学大学院情報学環・教授　

YRPユビキタス・ネットワーキング研究所・所
長 

■  顧問	  
▶ 渡辺　克也　　総務省　官房審議官（情報流通行
政局担当） 

▶ 村尾　公一　　元東京都技監、東京地下鉄株式会
社常務取締役 

▶ 佐野　克彦　　東京都都市整備局理事（航空政
策・交通基盤整備・地下鉄改革担当） 

▶ 邊見　隆士　　東京都建設局道路監 

■  会員（五⼗十⾳音順）	  
▶ 株式会社ヴァル研究所 
▶ 小田急電鉄株式会社 
▶ 京王電鉄株式会社 
▶ 京成電鉄株式会社 
▶ 京浜急行電鉄株式会社 
▶ 首都圏新都市鉄道株式会社 
▶ 西武鉄道株式会社 
▶ 東京急行電鉄株式会社 
▶ 東京大学大学院情報学環 ユビキタス情報社会基
盤研究センター 

▶ 東京地下鉄株式会社 
▶ 東京都交通局 
▶ 東京臨海高速鉄道株式会社 
▶ 東武鉄道株式会社 
▶ 日本空港ビルデング株式会社 
▶ 日本マイクロソフト株式会社 
▶ 東日本旅客鉄道株式会社 
▶ 富士通株式会社 
▶ 株式会社ゆりかもめ 
▶  YRPユビキタス・ネットワーキング研究所 

■  オブザーバ	  
▶ 総務省　情報流通行政局　情報流通振興課 
▶ 総務省　情報流通行政局　地域通信振興課 
▶ 国土交通省　総合政策局　情報政策本部 
▶ 国土交通省　公共交通政策部 
▶ 国土交通省　政策統括官（国土）付 
▶ 東京都　都市整備局 

■  事務局	  
▶  YRPユビキタス・ネットワーキング研究所 
▶ 東京大学大学院情報学環 ユビキタス情報社会基
盤研究センター 

9 



©	  2014	  Noboru	  Koshizuka,	  The	  University	  of	  Tokyo,	  All	  Rights	  Reserved.	  

公共交通オープンデータが⽬目指す情報提供	  

■ リアルタイムデータの提供 
▶ ダイヤグラムではなく、、 
▶ 事故やトラブル発生時における、乗客への的確な情報提供を実現 

▶ 車両の混雑度合いや、温度などの環境情報を提供 

■ 国際都市 “東京” に相応しい情報提供 
▶ 多国語による情報提供 
▶ 意味を機械的に解釈出来るデータ形式を用いるため、英語、中国語、韓国語
等、様々な言語に翻訳して情報提供が可能 

■ 超⾼高齢化社会にむけた情報提供 
▶ 視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由（車椅子）、高齢者の乗客向けの情報
提供が可能 
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2020東京オリンピック公約（輸送）	  

■ アクセシビリティの確保 
▶ 鉄道等では、駅の事前情報、路線図、英語などの外国語の表示・音声案内による
情報提供は、2020年までに提供できる体制が構築されている。 

▶ 多くの鉄道に設置されている「車内情報システム」では、競技結果や東京の観光
案内、競技場へのアクセス情報を多言語で提供するなど、移動中でもオリンピッ
クの興奮と、東京での滞在の楽しみを体感できる環境を提供する。 

■ バス（シャトルバスを含む）	  
▶ 路線バスは、…、位置やバス停への到着時刻などの情報を提供するバス・ロケー
ション・システムをWeb及びモバイルで提供している。 

■ ⼤大会開催時の輸送センター 
▶ 「オリンピック輸送センター」…は、道路交通情報を警視庁交通管制センターか
ら、道路情報を国土交通省等から、鉄道、空港、バスの運行情報等を各事業者か
ら集約し、関係機関に対し、迅速に考えられる対応策を提供する 

■ 観客及び⼀一般市⺠民への輸送情報の提供	  
▶ 「オリンピック輸送センター」は、…大会に伴う交通により影響を受ける地域住
民には代替交通手段について役立つ情報を提供し影響を最小限に抑える。 

▶ 大会開催期間中は、オリンピック輸送センターが警視庁交通管制センター、鉄道
事業者等と連携してカーナビゲーションシステムや鉄道の車内情報システム等を
通じて様々な交通情報を提供する。 
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オープンデータによる情報提供のメリット	  

■ オープンデータの共通基盤の利利⽤用 
▶ 企業に依らない、共通のAPIやデータ形式によるデータ提供が可能 

■ 第三者参加型のオープン開発⼿手法が適⽤用可 
▶ サードベンダ企業、利用者コミュニティー、個人等が、公共交通情報提供
サービス構築に参加可能 

■ データホールダ側のデータ提供インセンティブの増⼤大 
▶ 情報サービスの構築コストの軽減が可能 
▶ データ提供時の責任軽減が可能 

12 
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公共交通オープンデータシステムの全体構成概要	  

13 

情報流流通連携基盤	  

【公共交通運⾏行行情報サービス】�
 　公共交通利利⽤用者の端末にリアルタイムの�
 　運⾏行行情報を直接提供	  

【交通弱者⽀支援情報サービス】�
交通弱者である視覚障がい者に	  
対して⾳音声により移動⽀支援情報を提供	  

【次世代交通⽀支援情報サービス】�
駅内の利利⽤用者の位置に応じて	  
施設案内等の情報サービスを提供	  

駅空港等の施設に関する情報	  
（改札⼝口・店舗等施設の名称、位置）	  
（温度度・湿度度・花粉⾶飛散情報）	  

鉄道に関する情報	  
（⾛走⾏行行位置、遅延情報、運休情報、	  
遅延・運休の原因情報等）	  

路路線バスに関する情報	  
（⾛走⾏行行位置、遅延情報、運休情報、	  
遅延・運休の原因情報等）	  

【特長１】 
アプリは、交通事業者システムに
は直接アクセスしない 
" 高いセキュリティーの確保、
アクセスの負荷を最小限に 

【特長２】 
基盤側から自動収集、データ形式
は問わない 
" 交通事業者に入力や変換の手
間をかけない 
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ドコシル  “Dokosil”	  
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ドコシル	  
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トップ画⾯面	  
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通常の画面 駅選択時 
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ココシルターミナル 
“Kokosil Terminal”	  
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トップ画⾯面	  
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時刻表情報、列列⾞車車運⾏行行情報	  
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店舗情報	  
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環境センサ	  

■ 環境情報を提供（東京駅、京急
⽻羽⽥田空港駅）	  
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ターミナルナビ	  

■ 駅構内の乗り換え案内の機能 

■ 出発地と⽬目的地を設置するとそ
の場所から⽬目的地へナビ 

■ 位置認識識が可能な場所において
は、⾃自動的に出発地が設定され、
案内が可能 
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サシス（SaSys）	  
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交通弱者⽀支援情報サービス “SaSys”	  

■ ⾳音声による運⾏行行情報提供 
▶ 1回タッチで音声をもう一度再生 
▶ 上下スワイプ（三本指）項目切り替え、右スワイプで選択、左スワイプで戻
る 

■ 運⾏行行情報 
▶ 列車運行情報を読み上げ 

■ バス位置情報 
▶ バス停を指定するとあと何分で到着するかを通知 

■ 電⾞車車位置情報 
▶ 山手線の駅においてあと何分で到着する予定かを通知 
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Sasys	  
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アプリコンテスト／公募 
(平成24〜～25年年度度)	  
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開発者サイト	  
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アプリケーション公募（平成24年年度度）	  

■ 実施概要	  
▶ 実施期間：約3週間 
▶ 構築されたアプリケーション数：16 
▶ 開発者に公開したオープンデータ（公共交通情報）は以下の通り。 

データの種別 項目 
静的な運行情報 全国の鉄道およびバス路線情報 

JR山手線・東京メトロ東京駅・都営バスの時刻表情報 
リアルタイムな運行情報 JR各線・東京メトロ・都営地下鉄の運行情報（遅延・運休・ダイヤ変更・臨時ダ

イヤ等） 
都営バスの走行位置情報 

静的な公共交通施設 全国の鉄道駅・バス停情報 
東京駅構内の改札・窓口・売店・店舗に関する情報（250種類／位置情報・名
称） 

リアルタイムな公共施設情報 東京駅10構内箇所に設置したセンサの値（温度・湿度・花粉量） 
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オープンデータ・アプリコンテスト（平成25年年度度）	  

■ 開発者サイト公開／データ提供
開始 
▶ 2014年1月上旬～1月下旬 

■ 応募受付開始 
▶ 2014年2月3日（月） 

■ 応募締切切 
▶ 2014年2月17日（月）正午 

■ 主催 
▶ オープンデータ流通推進コンソー
シアム、総務省 
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OpenData+RailMaping	   トレバサ！	   駅停ナビ	   Busreq	  

コントレ⼭山⼿手線	   LapppinPedia	   HyperTransfer	   OriNavi	  

SpotNavi	  
SuggestingSensor	   TokyoStationNavi	   EkiSen	  

駅待ちアプリ	   ⼭山⼿手線及びバスの⾛走⾏行行状況閲覧アプリ	   BusMap	   駅フィックスアプリ	  
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山手線リアルタイム運行状況 Zeitplan バスでお帰りNavi Yamate 

Transee バス停、バス路線検索 電車運行見守り君 電車を捕まえろ（山手線） 
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山手線くるくる 3D山手線時計 Beaconcast 山手線駅案内アプリ 
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Tokyo Metro Co. Ltd., Open Data Contest Now	  
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アプリコンテスト応募作数＝281	  
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ICTベンダからみたビジネス⾯面の知⾒見見	  

■ 公的情報（例例：公共交通情報）は必要性・関⼼心の⾼高い情報 
▶ ポータルサイト効果が高い 

■ アプリコンテストでは海外からの応募も 
▶ LondonとNew York、Tokyoの地下鉄の乗り換え案内を国際観光客向けに提供 

■ ゲームソフト企業からは、新しいエンターテイメントの材料料になら
ないか模索索 

35 



©	  2014	  Noboru	  Koshizuka,	  The	  University	  of	  Tokyo,	  All	  Rights	  Reserved.	  

データフォルダ（公共交通）からみたビジネス効果	  

■ 情報提供サービス開発のコスト低下 
▶ 特に、サービス・ソフトウェアのユーザインタフェースの開発が外部化されるこ
とによるコスト低減 

▶ データ取得が容易化し、多くの事業者の参入が期待できる 

■ オープンイノベーション 
▶ 多くのプレイヤの参加により、公共交通事業社からは出てこない発想が期待され
る。 

■ 乗客の利利便便性向上 
▶ 運行障害時の情報提供がスムーズに 
▶ 身体の障害や、言語の障害（外国人）などのバリア克服の情報提供がスムーズに 
▶ 可視化されたわかりやすさ 
▶ 駅と同じ情報が家で入手できる 

■ 交通設備の運⽤用へのメリット 
▶ 駅員や電車・バスの乗務員にも詳しい情報を提供（可視化）できる（他社データ
も含め） 
# 非定常状態での運行からの復帰が容易化 
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東京メトロアプリコンテストの事例例だけで 
ROI = 約10億円 
（初期開発の効果のみで）	  

約300万円のアプリが約300個 

更更に他社・他者のデータの価値の試算はまだ 
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PART ３ 
オープンイノベーションの
プラットフォームとしての
オープンデータ	  
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オープンデータは 
新しい官⺠民連携の 
プラットフォーム	  

公的機関がもっている情報は公開すべき 
という基本原理理 

データ公開までが公的機関の役割 

データの利利⽤用部分に⺠民間原理理が導⼊入される。 
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社会⾏行行政	   国⺠民	  

情報サービス	  

官／Public	  Sectors	  

これまでの公共情報サービスの提供	  
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⾏行行政	   国⺠民	  Open	  Data	  

データ公開	   情報サービス	  

官／Public	  Sectors	   ⺠民／Private	  Sectors	  
個⼈人／Individuals	  

オープンデータによる公共情報サービスの提供	  
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⾏行行政を⺠民間企業に 
置き換えても同じ	  
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公共情報サービスの現状	  
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施設予約システム、皆同じ	  
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使いにくいe-tax	  
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オープンデータの先には... 
すべての公共情報サービスに 

 “Open API” を	  
Open Data = Providing Download API 

Open Digital Government  
= Providing both Unload and Download API	  
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Public	  	  
Service	   国⺠民	  Open	  API	  

データ公開	   双⽅方向情報	  
サービス	  

官／Public	  Sectors	  

Open APIによる公共（情報）サービス	  

データ登録・更更新	  

⺠民／Private	  Sectors	  
個⼈人／Individuals	  
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for more information 

koshizuka@sakamura-lab.org 

http://www.utacs.org/koshizuka/	  
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